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ボーリング柱状図
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上部10cmは暗褐色のシルトが優勢
。
以深、ロームを主体に
φ5～30mmの角礫を不均質に混じ
る土質から成る。
0.7m付近まではφ10～20mmの角
礫分多く含有し、非常に緩い。
以下、緩み度合いは低くなり、こ
の種の地盤としては中位な硬さの
範疇となる。又、含水・粘性も中
位な度合いに属する。

岩芯まで風化し、コアは含水低位
な細礫質粘土質砂にて採取される
。しかし、変質度合いは岩種判定
は容易に可能である。
1～2mmの細かい層理の発達によ
り、φ10～20mmの礫状と砂状ス
ライムのコア形状にて採取される
。
風化・変質は概ね、「弱～未」の
状態を感じ得るが、岩塊硬度に些
かの「軟質」さを従える。
4.5m付近から粘板岩質を呈し、修
復可能な短棒状コアをも採取され
る。
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